
おとひめの結プロジェクト 

～南薩地域の藻場を再生するための研究について～

目的 
令和 4年度より，南さつま市役所，地元漁協

と連携しアマモ場再生を行っている。再生方法

に関しては図 1の通りである。本校では初の試

みのため，再生を行うにあたり育成しやすく，

今後多くの種子を採取するために，発芽率の良

い条件等を継続して研究している。 
 

 
 
 

 
図 1 再生の流れ 

 
令和 4年度実験 
冷蔵保存からポット苗育成時に注目し，発芽

率の良い塩分条件を探るために表 1の通り実験

区を設定した。 

      表１ 実験区 

 
 
 
 
 
 

表２ 発芽率 

 
 
 
 
 
 
 

 
結果，発芽率は表２のようになり，塩分が高

い方が比較的良い傾向になった。 

 
令和 5年度 
令和 4年度よりもさらに多く苗を育成したい

と考え，農作物に成長促進の効果がある光合成

細菌に着目した。腐熟時に添加し腐熟前後の重

量差を測定することで，腐熟の促進に効果があ

るのか実験を行った。 

結果は，光合成細菌を添加した試験区の方が

重量の減少量が大きく，腐熟の促進に効果が見

られた。（図２）

特に，ビーズ

タイプの減少

量が一番大き

く，腐熟を促

進するのに効

果的ではない

かと思われる。 

 
 
 
令和６年度 

校内で育成したアマモの CO₂吸収量貯留量算

出を試験的に行った。 

CO₂貯蔵量算出は，海草・海藻藻場のＣＯ₂貯

留量算定ガイドブックを参考に算出した。結果，

下記の表３の通り，1年間で 5.71(CO₂ｇ/年)貯

留できる結果となった。 

表３ CO₂貯留量 

CO₂貯留量＝2.85(CO₂ｇ/㎡/年）×面積(㎡） 
 面積(㎡) 貯留量(CO₂ｇ/年) 

水槽１ 0.6 1.71 
水槽２ 0.5 1.43 
水槽３ 0.9 2.57 
今後は，海中に移植したアマモ場での CO₂吸

収量も算出し，データをまとめていきたい。 

 また，培養土に光合成細菌を添加し，通常の

培養土との成長率を比較し，成長促進の効果が

あるのか実験を行った。測長を行った結果，表   

４のようになり，光 

合成細菌無しの方が

良く成長している。

しかし，まだ育成途

中なので，今後も継

続して測長し，成長

率のデータを比較し

ていきたい。 

             
まとめと課題 

３年間発芽率等の実験を行い，育成したアマ

モを地元の海へ移植しているがなかなか増え

ず，結果に結びついていないのが現状である。

今後も地元漁協と連携しながら研究と藻場再

生を継続しより豊かな鹿児島の海にしていく。 

塩分 0‰ 8‰ 16‰ 33‰ 
試験区１ 流水＋日光有り 
試験区２ 流水＋日光無し 
試験区３ 止水＋日光有り 
試験区４ 止水＋日光無し 

花枝刈り取り 腐熟 種子選別

冷蔵保存 種子選別
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図２ 重量測定の結果 

表４ 測長結果 
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